
（対象期間：2022年4月1日～2022年6月30日）

株式会社マルイチ

2021年度　環境経営レポート

発行日：2022年9月9日

写真を入れてください（工事現場、本社など）



Ｐ２

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ３～Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ１１

目　　　　　次

８．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果と
　　その評価、並びに次年度の環境経営計画

・・・

９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、
　　並びに違反、訴訟などの有無

・・・

10．代表者による全体の評価と見直し・指示 ・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・１．会社の概要

２．主な環境負荷の実績

３．対象範囲（認証・登録範囲（予定））

４．推進組織図及び役割・責任・権限

５．環境経営方針

６．環境経営目標

７．環境経営計画

Ｐ８～Ｐ９

Ｐ９～Ｐ１０

1



株式会社マルイチ

代表取締役　　西畠　信子

兵庫県南あわじ市湊９８８番地

　 　 　

　 　

　

　

連絡先 ＴＥＬ： 0799-36-5305

ＦＡＸ： 0799-36-5373

　土木工事業、石工事業、舗装工事業、塗装工事業、解体工事業、　

　とび・土工工事業、鋼構造物工事業、しゆんせつ工事業、水道施設工事業

年間売上高  ３７３百万円（2021／７月 ～2022／６月）

　　

※２０２１年４・５・６月の二酸化炭素総排出量は １２,１８９.３１kg-CO2

本社・資材倉庫

元請工事  13件

下請工事  5件

2020年度 2021年度

全社排出量
項　　目

本社 資材倉庫 　 合計

（４）事業の概要

総従業員
2022.7.7現在

１３人 0人 　 １３人

209.65㎡

敷地面積 1095.33㎡ 1667.99㎡ 　 2763.32㎡

延べ床面積 132.38㎡ 77.27㎡ 　

トン

トン

単位

34,633.98

3,178.53

1.15

3,177.38

66.1

96,356.37

529.02

0.48

528.54

76.99

使用した電力の二酸化炭素排出係数；0.318 kg-CO2/kWh（関西電力、2019年度の調整後排出係数）

 水使用量

産業廃棄物 トン

ｍ3

一般廃棄物

 廃棄物排出量

kg-CO2

（５）事業規模

（６）建設現場等の概要　（2021／7 ～2022／6）

（７）会計年度  ７月～翌年６月

 二酸化炭素総排出量

２．主な環境負荷の実績

環境管理責任者

環境管理担当者

管理課課長

管理課員

（1） 事業所名及び代表者氏名

（2） 所在地

（3） 環境管理責任者及び担当者連絡先

１．会社の概要
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事業活動：

対象事業所：本社・資材倉庫

　　

【推進組織図】

４．推進組織図及び役割・責任・権限

　土木工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、塗装工事業

３．対象範囲（認証・登録範囲（予定））

代表者

（代表取締役）

環境管理責任者

管理課課長

海洋事業課 管理課工務課

環境委員会

管理課員
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①代表者として環境経営全般に関して責任と権限をもつ

②環境経営方針を策定し、従業員に周知させる

④資源（人・もの・金）の用意をする

②上記の結果を社長に報告する

①EA21環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進する

②環境への負荷の自己チェックを実施する

③環境への取組の自己チェックを実施する

④環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する

①自部門の環境目標、環境活動計画の達成と実績の把握を行う

②環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する

④自部門の教育・訓練を実施する

⑤社内外の環境情報の収集と伝達をする

⑥自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

①作業所におけるEA21実行責任者を兼ねる

②	作業所の環境目標、活動計画の達成と実績の把握を行う

【役割・責任・権限】

代表者(社長)

役　割　・　責　任　・　権　限

③環境経営目標、環境経営レポートを承認する

環境管理責任者

環境委員会
管理課員

③自部門に関連する環境関連法規制等を順守する部門長及び
全従業員

作業所長

①エコアクション21建設業向けガイドラインの要求事項を満たす環境

⑤エコアクション21全体の取組状況に関し評価、見直し・指示を実施する

経営システムを構築し、実行し、環境面の実績を向上させる

④環境委員会の委員長としてEMS全般の舵取りを行い、実行を推進する

③EA21文書類の承認をする
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　　５．環境経営方針

株式会社マルイチ 環境経営方針

当社は、経済活動における環境への影響を理解し、地域環境保全のため、自主的・

積極的に環境負荷の一層の低減を取り組むと共に、従業員一丸となって継続的活動に

取り組みます。

１．当社は下記のとおり、事業活動に伴う環境負荷の低減、並びに工事施工時に

おける環境配慮に努めます。

(1) 電力及び燃料の使用による二酸化炭素排出量の削減

(2) 水使用量の削減

(3) 廃棄物排出量の削減

(4) 環境に配慮した工事の推進

２．関係する環境法規等並びに地元との約束等を遵守します。

３．環境経営の継続的改善を図ります。

４．本方針を全従業員及び協力会社社員に周知し、社外へも公開します。

取組の重点分野

制定日：2022年 4月 1日

株式会社マルイチ

代表取締役 西畠信子
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     「建設廃棄物」に関する取組を項目ごとに点数評価し、下記の計算式でポイントを算出する。

     ポイント（％）= 100×工事数×評価点数（実績）/工事数×評価点数（満点(4)）

（注）化学物質は使用していないため、目標に設定していない。

※1 電力の二酸化炭素排出係数：0.318 kg-CO2／kWh（関西電力、2019年度の調整後排出係数）

※2 産業廃棄物のリサイクル率の向上；再生量(3113t)÷発生量(3177t)＝98.0％

※3 請け負った工事ごとに、現場代理人が「騒音・振動」、「水質汚濁」、「大気汚染」、

　評価ポイント
　90ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上

　評価ポイント
　91ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上

　評価ポイント
　92ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上
9

問題発生を未然に抑える
取組の推進　※3

― ％

65 -2% 65 -3% 648 66 ｍ3 -1%水使用量の削減

1145 -2% 1134 -3% 11227
　一般廃棄物排出量

kg -1%
　 の削減

1157

98.1
+0.2
(%)

98.2
+0.3
(%)

98.36
産業廃棄物の削減

％
+0.1
(%)（リサイクル率向上）

98.0

※２

5 34,323 kg-CO2 -1% 33,980
二酸化炭素排出量

　 の削減　
-2% 33,637 -3% 33,293

7,249

-2%

7,176

-3%

7,102

18,702 18,513 18,324
4

重機燃料使用量の削減 7,322 ℓ

-1%軽油 （排出係数）

18,891 kg-CO2

（CO2排出量削減） 2.58

5,450

13,036 kg-CO2 12,906 12,775 12,645
ガソリン

（CO2排出量削減）

（排出係数）

2.32

-1%

5,563

-2%

5,507

-3%

6,582

2

3

自動車燃料使用量の削減 5,619 ℓ

（CO2排出量削減） 0.318

（工事現場） ※１ （排出係数）

　

（CO2排出量削減） 0.318

（本社） ※１ （排出係数）

2021年度目標 2022年度目標 2023年度目標環境経営目標

2,051
-3%

2,0302,093 kg-CO2

-1%
2,072

kWh

300 297 294

924953 kWh

-1%

943

-2%

934

-3%
303 kg-CO2

No.
基準年度

2020年度実績

電力使用量の削減 6,516 6,450 6,385

-2%1

電力使用量の削減

６．環境経営目標
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全
期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

○ ○

○

○

○ ○

○

自動車燃料使用量の削減 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

No. 環境経営目標

1

電力使用量の削減

（本社） 

環境経営目標の達成手段

１.空調機の温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

実施
体制

(責任者)

7

8 　総排水量の削減

9
問題発生を未然に抑える
取組の推進

　一般廃棄物排出量
　の削減

4

5
二酸化炭素排出量

　 の削減

スケジュール

2.昼休みの消灯　　　3.不要照明の消灯

4.離席時のパソコン電源ＯＦＦ（CO2排出量削減）

管理課
課長

１.空調機の温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

2.昼休みの消灯　　　3.不要照明の消灯

6

2

電力使用量の削減

3

（工事現場）

（CO2排出量削減）

・NO.1～4 に従う

重機燃料使用量の削減
軽油

（CO2排出量削減）

産業廃棄物の削減
（リサイクル率向上）

1.建設廃棄物の分別徹底

2.不法投棄、不法処分リスクの無い処理業者への委託

3.保管基準の順守

工務課
課長

工務課
課長

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

3.法定速度の順守　4.タイヤ空気圧の定期的点検ガソリン

（CO2排出量削減）

海洋事業課

課長

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

3.法定速度の順守（ダンプ、トラック）

4.相乗りの励行（ダンプ、トラック）

5.タイヤ空気圧の定期的点検

6.過度な負荷をかけないアクセルワーク（重機）

工務課
課長

1.リサイクルを意識した一般ごみの分別

2.コピー紙の裏紙使用

3.詰め替え容器のある商品の選択

管理課
課長

1.水の流しっぱなしの防止

2.節水ステッカー貼付による節水意識の向上

管理課
課長

・請け負った工事ごとに、「騒音・振動」、「水
質汚濁」、「大気汚染」、「建設廃棄物」につい
て、適切な取組を実施（低騒音型重機使用、沈砂
池の設置、排ガス第３次規制対応車使用、特定建
設資材の100％リサイクルなど）

工務課
課長

○

７．環境経営計画

7



％

％

％

％

％

％

％

・適正空気圧の確保 △

○

・空調設定温度の励行 ○

・部分消灯及びこまめな消灯 ○

・離席時のパソコンＯＦＦ △

・引き続き、作
業内容に応じた
アクセルワーク
の習得に努める

目標 8,356

実績 7,059

達成率 118

達成状況 ○

7

単位 kg

・コピー用
紙の裏紙使
用が徹底し
た

・コピー機に裏
紙専用トレイを
設ける

目標 834

実績 98

達成率 851

達成状況 ○

一般廃棄物
排出量の削減

・コピー用紙の裏紙使用 ◎

・一般廃棄物分別の徹底に
よる再資源化の推進

6

単位 ％

・分別の意
識が浸透し
た

・分別を更に徹
底して金属くず
容器を全現場に
設置する

目標 98.1

実績 99.7

達成率 102

達成状況 ○

産業廃棄物
排出量の削減

※２

・建設現場での分別強化 ○

・金属くずの分別ボックス
新設

○

5

単位 kg-CO2

No.1～
No.4 に記載

No.1～No.4 に
記載

目標 10,908

実績 11,958

達成率 91

達成状況 ×

二酸化炭素
排出量の削減

※１

No.1～No.4 に記載

4

単位 kg-CO2

・アイドリ
ングストッ
プは定着し
た

重機燃料
使用量の削減

（軽油 ）
（CO2排出量

削減）

・アイドリングストップ ◎

・作業内容に応じたアクセ
ルワークの実施

○

達成状況
※５ ×

単位 kg-CO2

環境経営計画の実績

（2022年4月～6月）

・空調機の
更新により
大幅なエネ
ルギー節約
となった

・ＬＥＤ照明を
採用して目標を
達成する

　　

環境経営目標
（環境経営方針

との関連）

環境経営計画に基づき 評価
※４実施した取組内容

・昼休みの消灯 ◎

・空調設定温度の励行 ◎

・部分消灯及びこまめな消灯 ◎

・離席時のパソコンＯＦＦ △

・部分消灯
及びこまめ
な消灯が徹
底された

目標 0

実績 72

達成率 0

達成状況 ×

3

単位 kg-CO2

・エコドラ
イブの意識
が浸透した

目標 2,084

達成率 49

達成状況 ×

自動車燃料
使用量の削減
（ガソリン ）
（CO2排出量

削減）

・急発進の防止 ○

・アイドリングストップ ○

・相乗りの徹底

電力使用量の
削減 （本社）
（CO2排出量

削減）

電力使用量の
削減 （工事現場 ）

（CO2排出量

削減）

1
82達成率

・現在の取組を
継続する

・自覚教育など
を通じて、更に
意識を徹底させ
る

実績 4,255

８．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営計画

No.
次年度の

環境経営計画

468目標

実績 572

△

2

単位 kg-CO2
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％

％

実施体制
・実施体制（環境管理責任者、環境委員会並びに各目標ごとに設定された実施責任
者）は有効に機能しており、これを継続する

　※１ 灯油の値は含まれていない。（使用量が少ないため、目標に設定していない）

問題発生を未然に
抑える取組の推進

※３

・工事における下記の環境
配慮活動の実施

(1)	騒音・振動の低減 ○

(2)	水質汚濁の防止 ◎

(3)	大気汚染の防止 ○

(4)	建設廃棄物の
リサイクル

○

◎

・節水ステッカー貼付

評価
※４

環境経営計画の実績 次年度の
環境経営計画

％

・漏水の点検を
２ヶ月毎に実施
する

・散水は雨水貯
留タンクを活用
する

特定建設作業は敷地境界線において、85dB(A)を超えないこと 遵守

特定建設作業の事前届出：指定地域内、工事開始7日以前 遵守

8

単位 ｍ３

・水の流
しっぱなし
がなくなっ
た

目標 18

実績 16

達成率 113

達成状況 ○

総排水量の削減

・水の流しっぱなしの防止

・節水意識の向上 ○

○

マニフェスト交付状況の知事への報告（毎年6月30日までに）

遵守

遵守

遵守

遵守

特定建設資材の再資源化（コンクリート、廃木材、アスファルト等）

元請業者の発注者への再資源化に関する書面報告、並びに再資源
化実施状況の記録作成と保存

遵守

特定建設作業は敷地境界線において、75dB(A)を超えないこと 遵守

2

4

3 騒音規制法

振動規制法

達成率 111

遵守

特定建設作業の事前届出：指定地域内、工事開始7日以前

マニフェスト伝票の管理（法定記載事項、照合確認、５年間保存）

廃棄物置場の表示と保管基準の遵守

（１）当社に適用される環境関連法規等の遵守状況

　※２ 産業廃棄物のリサイクル率の向上(実績)；100×再生量(159.8t)÷発生量(160.3t) ＝ 99.7%

　※３ 問題発生を未然に抑える取組；ポイント（％）＝100×16点（実績）/16点（満点）＝ 100％

　※５ 達成状況：○目標達成　×目標未達成

   ※４ 評価

　　　 二酸化炭素排出量（総量）の実績 ＝ 11958 kg-CO2（取組期間中）

廃棄物処理法1

　下記の通り環境関連法規及び条例等を事業所、建設現場ともに遵守しており、違反はあり
ません。また関係当局より違反等の指摘もありません。

適用される法令等 遵守状況主な遵守すべき内容　※

処理業者との適正な契約並びに業者の許可証有効期限の確認 遵守

建設リサイクル法

９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

（実施した工
事の環境配
慮）低騒音型
重機使用、沈
砂池の設置、
排ガス第３次
規制対応車使
用、特定建設
資材の100％
リサイクルな
ど

目標 90

実績 100

9

単位

達成状況 ○ ・工事における
環境配慮活動を
更に徹底する

No.
環境経営目標
（環境経営方針

との関連）

環境経営計画に基づき

実施した取組内容 （2022年4月～6月）
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7

毎年１回、指定機関による検査を受ける（11条検査：(ｱ)外観
検査、(ｲ)水質検査、(ｳ)書類検査）

8
自治体との災害時
応援協定

（２）環境関連訴訟等の有無
環境関連訴訟等は、１件も発生しておりません。

遵守状況

6

5

適用される法令等 主な遵守すべき内容　※

遵守

設備・
体制確認

災害発生時に応援派遣する

遵守

遵守

遵守

遵守

浄化槽法

防火管理者の専任（工場・倉庫・事務所は50人以上）及び所
轄消防署長への届出

消火設備の定期点検、消火器の有効期限少量危険物の届出、点
検

消防法

毎年１回、保守点検及び清掃の実施並びに記録の作成

空調機の簡易点検（３か月以内ごと）及び廃棄後３年間ま
での記録保存

・廃棄時におけるフロン類の回収依頼書又は委託確認書の
交付
・回収依頼書又は委託確認書並びに充填回収業者が交付し
た引取証明書の３年間保存

遵守

フロン排出
抑制法

※ 紙面の都合のため、主要な遵守すべき内容を抜粋し、簡略的に記載しており、詳細は「環境法規制等一覧表兼順守評
価記録」で管理している

10



□有り
■無し

10．代表者による全体の評価と見直し・指示

変更の
必要性

環境経営方針は変更し
ない

環境経営方針は適切で
ある

環境経営方針に示された
環境への取組の基本的方
向は現在も適切か

環境経営
方針

作成者：原口　弘美

代表者：西畠　信子

実施日：2022年　８月  1７日

実施体制は継続する

　※次年度以降への展開を重点に記載する

環境経営
目標及び
環境経営

計画

その他の
環境経営
システム

実施体制

代表者による評価環境管理責任者の報告見直しに必要な事項

代表者の
指示事項

社員全員が意識して、不公平感が生まれないように実践、管理体制を構築すること。

□有り
■無し

環境経営目標・計画の達成
状況は妥当か
・課題とチャンス、・二酸
化炭素排出量削減、・廃棄
物排出量削減、・水使用量
削減、・製品・サービの環
境性能の向上

環境経営目標は「電力使用
量の削減」と「自動車燃料
使用量の削減」の項目が目
標未達成でした。
4・5月は事務業務が多
かったこと、移動距離が長
い現場が多かったため。

重機燃料等は、外部要
因である工事現場の状
況や会社から工事現場
までの移動距離に影響
されたものである。

□有り
■無し

・環境負荷の大きな変化
・法規制等の遵守状況
・教育・訓練の実施
・外部からの苦情や要望
・実施及び運用の適切性
・緊急事態への準備状況
・取組の確認並びに是正処
置の状況
・環境経営レポートの作成
と公表、活用状況

・外部からの苦情等はあり
　ませんでした。
・法規制等の違反はなし。
・ミーティングにより情報
　の共有、意見交換を行っ
　ています。
・是正処置については現在
　なし。見直しは必要に応
　じて改訂します。

過去に実施した社外講
師による研修や毎年実
施している安全衛生大
会実施における継続的
学習の成果が表れてい
るものと考える。

□有り
■無し

実施体制は効果的であ
り、変更の必要性はない
か

実施体制は効果的であ
る

前回の代表
者指示事項
のフォロー

アップ

該当なし

代表者の
総合評価

※

始めたばかりの取り組みで、手探り状態であると思っている。環境経営目標、環境経営
計画、その他環境経営システムについても、素晴らしく良くできています。この素晴ら
しい取り組みを実践してくれた社員の皆さんには、感謝しかありません。事業活動をし
ている代表者として、今後も将来へ向けて環境負荷まで考えた取り組みを継続して実施
できるように、全社員で取り組みましょう。
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